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シ シリムカアイヌ 文化 祭シ シリムカアイヌ 文化 祭                           
アイヌ 語 劇「 キム ンカムイ～ 母さんとの 別 れ 」２月16 日２月16 日

広広  

報報



　
　 火 災・救 助 の 両 事 案 に 迅 速 に 対 応 する た

め 、水 2 0 0 0 リット ル と 消 火 薬 剤 を 積 載 し 、

火 災 現 場 の 最 直 近 で 消 火 活 動 を する 最 新 の

能 力 を 持 つ 、新 し い 消 防 車 が 平 取 消 防 署（ 平

取 町 本 町 ）に 配 備されました。

　 救 助 用 資 機 材 も 積 載 して お り、交 通 事 故

や 各 種 災 害 時 に も 活 動 で きる「 多 機 能 消 防

車 」で す。興 味 の あ る方 は 平 取 消 防 署 に お 問

合 わ せ の上 、見 学 で きると のことで す。

　
　「 第 2 4 回 全 道 ＰＫ グ ラ ン プ リ」が 二 風 谷

ファミリー ランド で 開 催 さ れ まし た 。　 　 　

　 今 年 は 雪 が 少 な く、例 年 の よ う な「 雪 上

ＰＫ」と は な りま せ ん で し た が 、全 道 各 地 か

ら1 0 4 チ ーム の 参 加 が あり、参 加 者 か ら は 、

「 貴 重 な 冬 の イベ ント」、「 もうすっか り 毎 年

の 恒 例 行 事 」と い っ た 声 が 聞 か れ 、会 場 の

コン ディション は 関 係 なく、競 技 を 楽 し んで

い た だ け た ようで す。昼 に は 定 番 と な って い

る「 び らとり和 牛」「 び らとり黒 豚 」の バ ー ベ

キュー を 存 分 に 堪 能 して い た だ きました 。

　

　 ふ れ あ い セ ン ター び ら とり周 辺 の 本 町 商

店 街 で、今 年 で 1 8 回目の「 義 経 雪 あ かり」が

開 催 さ れ ま し た 。平 取 町 商 工 会 平 取 地 区 会

が 主 催 し 、毎 年 冬 の 商 店 街 をアイスキ ャンド

ル や ライトアップ で 彩 る 恒 例 の 催 しで す が 、

今 年 は 雪 不 足 で 残 念 な が ら 雪 像 づ くりは で

きま せ んでした 。

　 そ れ で も 、豪 華 な 景 品 が 当 た る ク イ ズ 大

会 ・ビ ン ゴ 大 会 、人 気 メニ ュー の「 義 経 雪 う

ど ん 」や ココア も 振 舞 わ れ 、参 加 し た 皆 さ ん

の 笑 顔 が アイスキ ャンドル の 灯りに 照らされ

て いました 。

　
　 平 取 町自 治 振 興 会 主 催 に よる「 ま ちづくり
住 民 大 会 」が 、平 取 町 中 央 公 民 館 に お いて 開
催 され ました 。
　 介 護 界 の アイドル（ カ イドル ）、「 ご ぼ う 先
生 」を 招 い て、「 ご ぼ う 先 生 の 笑 顔 を つ くる
健 康 体 操 」の 演 題 で 講 演 会 が 行 わ れました 。
　 椅 子 に 座 った ま ま で きる 健 康 体 操 、「 後 出
しじ ゃん けん 」な ど の 楽 し い ゲ ーム 形 式 の 頭
の 体 操 に 、先 生 の 介 護 現 場 で の 実 体 験 を 交
え た 、高 齢 者 の 生 活 に 役 立 つ 話 ま で、笑 顔 や
笑 い 声 が 絶 え な い 中 に 、元 気 で 過ごすため の
ヒントがたくさん 詰まった講 演 会となりました 。

　

　 第 3 1 回 と なる「 シ シ リム カアイヌ 文 化 祭 」が 中

央 公 民 館 で 開 催 され ました 。

　「 子ども の 部 」で は 、日頃 の「 二 風 谷 アイヌ 語 教 室 」で の 成 果 が 存 分 に 発 揮 され た「 紙 芝 居 」、「 歌

と 踊り」が 披 露 され ました 。ま た 、１月に 行 わ れ た ニ ュー ジ ー ランド の マ オリ族 の 皆 さん と の 交 流

事 業 に つ いて 報 告 が ありました 。

　「 成 人 の 部 」で は 、アイヌ 語 劇「 キム ン カムイ～ 母 さんと の 別 れ 」が上 演 され ました 。このヒグ マ

親 子 の お は なし は 、木 村  二 三 夫  氏（ 貫 気 別 ）に よる 、原 作 で 絵 本 として も 出 版 されて い ま す。共

存 共 栄 の 大 切 さを 教 えてくれ る 内 容 で、劇 の 終 わりに は 、会 場 が 大 き な 拍 手 に包 まれていました 。

　 ま た「 成 人 の 部 」専 任 講 師  木 幡  サ チ 子  氏 に よる 特 別 口 演「 カカラㇰトノ  イカオピュウキ」（ さ

き ぼ そ 鳥 が 私 を 助 け た ）、平 取 と 浦 河 そ れ ぞ れ の「 アイヌ 文 化 保 存 会 」に よる古 式 舞 踊 な ど が 披

露 され ました 。

　 来 場 者 か ら は「 アイヌ 語 に つ いて 学 ぶ こと が で き た 」「 古 式 舞 踊 が 素 晴 らしか った 」な ど の 声 が

き か れ ました 。

　 ふ れ あ い セ ンター び らとりに お いて、町 内

の 絵 画 サ ー クル「 アトリエ 野 の 花 」と「 仔 馬

の 会 」の 合 同 作 品 展 が 開 催 され ました 。

　 サ ー ク ル の メ ン バ ー 2 2 人 が 制 作 し た 油

彩 、水 彩 、パ ステル 画 な ど の 絵 画 3 5 作 品 と 、

赤 を テ ーマ にした「 は が き 絵 」が 展 示 され ま

した 。個 性 豊 か で 魅 力 的 な 作 品 が 、来 場 者を

楽しま せ て いました 。

新消防車配備平取 1 号車（2/10）新消防車配備平取 1 号車（2/10）全道 PK グランプリ（2/2）全道 PK グランプリ（2/2）

シシリムカアイヌ文化祭（2/16）シシリムカアイヌ文化祭（2/16） まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

アトリエ野の花、仔馬の会アトリエ野の花、仔馬の会
合同作品展（2/21 ～ 24）合同作品展（2/21 ～ 24）

義経雪あかり（2/1）義経雪あかり（2/1）

まちづくり住民大会（2/9）まちづくり住民大会（2/9）
　
　 船 越 光 次 さん（ 二 風 谷 ）に 、知 事 感 謝 状 が

贈ら れ ました 。船 越 さん は平 成 1 9 年 4 月か ら

「 鳥 獣 保 護 管 理 員・自 然 保 護 監 視 員・生 物 多

様 性 保 護 監 視 員 」を 務 め ら れ 、幌 尻 岳 登 山

道 周 辺 地 区や 指 定 希 少 野 生 動 植 物 の 監 視 活

動 、環 境 保 全 に 貢 献 されて いま す。

　 登 山 者 へ の 指 導 、ヒ グ マ の 情 報 収 集 、関

係 機 関 へ の 周 知 な ど 、事 故 防 止 活 動 の 功 績

が 認 めら れ 、この 度 の 受 賞と なりました 。

　 2 月 6 日（ 木 ）に 伝 達 式 が 行 わ れ 、日 高 振

興 局 長  柏 木  文 彦  氏 より 感 謝 状 が 手 交 さ

れ ました 。心よりお 祝い申し上げます。

北海道知事感謝状（自然保護北海道知事感謝状（自然保護
関係功労者）受賞（2/6）関係功労者）受賞（2/6）
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―――　感謝状を贈呈させていただきました　――――――　感謝状を贈呈させていただきました　―――

　（ 株 ）小 林 組  代 表 取 締 役 社 長  小 林  史 明  氏  より、貫

気 別 小 学 校 、二 風 谷 小 学 校２ 校 の 全 児 童 に「 防 災 バッグ 」

が 寄 贈 され まし た 。未 だ 町 内 で 復 旧 工 事 が 続 い て い る「 北

海 道 胆 振 東 部 地 震 」などの災害に備える意 識を強めてもらい

たいという思いから、防 災バッグを寄 贈され たとのことで す。

　（ 株 ）小 林 組 に は 、町 長 より感 謝 状 が 贈 呈され ました 。あ

た た か い ご 厚 意 に 感 謝 い たしま す。

　 苫 小 牧 地 方 法 人 会 平 取 支 部 会 会 長  小 林  史 明  氏  より

社 会 福 祉 法 人平 取 福 祉 会（ 山 㟁  俊 紀  理 事 長 ）へフル リク

ライニングキ ャリー（ 車 椅 子 ）の 寄 贈 が ありました 。

この 福 祉 器 具 な ど の 寄 贈 は 毎 年 継 続 されて おり、今 回 の

車 椅 子 は「 障 害 者 支 援 施 設 す ずら ん 」で 使 用 され ることに

なりました 。福 祉 貢 献 活 動 の 継 続 的 な 取 組 み に 敬 意 を 表し

ま す。

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

　 平 取 町 観 光 協 会 主 催 に よる「 T V アニ

メゴ ール デ ン カ ム イ 謎 解 き 宝 探 し」が 開

催され ました 。

　 博 物 館 、工 芸 館 、歴 史 館 を 巡 り、歴 史

を 楽 し み な が ら 謎 を 解 くイベ ントで す。

参 加 者 全 員 が 参 加 賞 や、全 問 正 解 者 へ

の 特 典 記 念 品 を 目 指 して 謎 解 き を 楽 し

んで いました 。

　 参 加 者 の な か に は 、この 謎 解 きゲ ーム

の た め に 本 州 か ら 来 たという熱 心 なファ

ン の 方 もり、人 気 の「 ゴール デ ン カムイ」、

「 謎 解 き 」そして「 アイヌ 文 化 」が 一 体 と

な っ た 、い ず れ の ファン も 満 足 で きる 大

盛 況 の イベントとなりました 。

TV アニメゴールデンカムイTV アニメゴールデンカムイ
謎解き宝探し（2/8 ～ 24）謎解き宝探し（2/8 ～ 24） 御 祭 神 の 源 義 経 公 が 、馬 を 大 事 に し

た 騎 馬 武 者 で あ った こと か ら 、毎 年２月

の 最 初 の 午 の 日 に 、「 初 午 祭 」が 行 わ れ

て いま す。 

　 今 年 は２月９日（ 日 ）が 初 午 で あり、全

国 か ら 軽 種 馬 関 係 者 な ど 約 1 5 0 名 が 義

経 神 社 に 詰 め か け ました 。

　 例 年 ど お り 社 殿 内 に て 祭 儀 が 行 わ れ

た 後 、境 内 で 今 年 の 凶 方 位 で あ る 南 に 馬

上 か ら 破 魔 矢 を３ 本 放 つ「 矢 刺 し の 神

事 」が 行 わ れ ました 。

　 去 年 に 続 き 今 年 も 当 た りくじ 付 き 餅

ま き も 行 わ れ 、当 た り を 手 に し た 人 は 、

熊 手 な どの 縁 起 物 を 受 け 取りました 。

　 この「 初 午 祭 」は 祈 願 成 就 のご 利 益 が

あ り、昭 和 4 8 年 頃 か ら 続 い て い る と 言

わ れて いま す。

初午祭（2/9）初午祭（2/9）

藤 谷 瞭 至 で す。４月から道 内 で 唯

一スノーボード部 が ある札 幌 の高 校

に 進 学し、更 なる高 み を目指します。

イ ン ス タ グ

ラムで 近 況

報 告 も し て

います。応 援

し て い た だ

け る と う れ

しいで す。
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１
月
26
日
（
土
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か
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日
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日
）

に
か
け
て
開
催
さ
れ
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Ｓ
公
認

第
24
回
北
海
道
ス

キ
ー
選
手
権
大
会
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競

技

ス
ロ
ー
プ
ス
タ
イ
ル
兼
ア
ジ
ア

カ
ッ
プ

ニ
セ
コ
花
園
大
会
」
で
藤

谷
瞭
至
さ
ん
（
平
取
中
３
年
）
が
見

事
３
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合
っ
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き
ま
し
た
。

植 松 由 貴 で す。大 学 を 卒 業 後 、東 京

で I T 系 の 会 社 に 勤 め て い ま し た が 、

偶 然 、平 取 町 の 地 域 お こ し 協 力 隊 の

募 集 記 事 を 見 つ け て、平 取 町 に 来 る

こ と が で き ま

し た 。普 段 は ア

イ ヌ 工 芸 伝 承

館「 ウ レㇱパ 」

で 活 動 し て い

ま す の で、ぜ ひ

お 立 ち 寄 り く

ださい 。
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す
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の
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い
る
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え
て
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た
こ
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を
知
り
、
そ
の
考
え
方
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
進
学
し
た
大
学
の
学
部

で
言
語
学
を
専
攻
し
、
樺
太
ア
イ
ヌ

語
の
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

大
学
３
年
生
の
夏
休
み
に
、
ア
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ヌ
文
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の
勉
強
を
す
る
た
め
自
転
車

で
北
海
道
一
周
の
旅
を
し
て
、
二
風

谷
の
「
匠
の
道
」
に
も
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
マ
キ
リ
（
短
刀
）
が

欲
し
く
て
、
お
店
に
立
ち
寄
っ
た
と

き
、
高
野
繁
広
さ
ん
（
二
風
谷
）
が
木

彫
り
を
し
て
い
る
姿
を
偶
然
見
る
こ

と
が
で
き
、「
か
っ
こ
い
い
！
」
と
思

い
ま
し
た
。

高
野
さ
ん
は
、
私
が
ア
イ
ヌ
文
化

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る

と
、
木
彫
り
を
始
め
た
い
き
さ
つ
な

ど
、
話
し
て
く
れ
、
大
変
面
白
く
て
た

め
に
な
る
話
を
１
時
間
く
ら
い
し
て

く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
親
切
さ

が
大
変
印
象
に
残
り
、
ア
イ
ヌ
文
化

や
木
彫
り
に
も
益
々
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。

　

家
族
や
友
達
は
私
が
ア
イ
ヌ
文
化

に
興
味
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

の
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募

し
、
北
海
道
に
行
く
こ
と
を
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
織

物
と
木
彫
り
の
ど
ち
ら
を
学
ぶ
か
を

選
ぶ
と
き
、
マ
キ
リ
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
と
高
野
さ
ん
へ
の
憧
れ
が

重
な
り
、
木
彫
り
を
選
ぶ
こ
と
に
し

ま
し
た
。
旅
で
の
出
来
事
が
私
を
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
生
活
に
は
、
ま
だ
慣
れ

て
い
な
い
し
、
木
彫
り
も
基
礎
を
学

び
始
め
た
ば
か
り
で
す
が
、
最
終
的

に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
様
を
つ
く

り
、
周
囲
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
。
木
彫
り
で
生
計
を
立

て
て
、
町
外
の
人
た
ち
に
平
取
町
と

ア
イ
ヌ
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。
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２

月

25

日
（

火

）
に

中

央

公
民
館
に
お
い
て
「
令
和
元

年

度

平

取

町

教

育

奨

励

表

彰
授
与
式
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
社
会
教
育
奨
励
表
彰
１

団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
表
彰

３
個
人
・
２
団
体
に
教
育
長

よ
り
表
彰
状
お
よ
び
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
挨
拶
で
は
、
受

賞
の
喜
び
と
今
後
の
抱
負
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
木
村

結
さ
ん
は
、「
日
高

管
内
教
育
実
践
（
特
別
賞
）
」

も
受
賞
さ
れ
、
町
教
育
奨
励

表
彰
式
に
引
き
続
き
、
波
岸

日
高
教
育
局
長
よ
り
表
彰
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ー新たな決意をー
４月からの学校や学年に向け、健康で、安全・安心な春休みに

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
表
彰
】

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
表
彰
】

（
敬
称
略
）

〈
個
人
〉

・
木
村
木
村

結結
（
き
む
ら

ゆ
い
）

柔
道
全
道
大
会
優
勝
・
全
国

大

会

出

場

：

平

取

中

１

年

・
藤
谷
藤
谷

瞭
至
瞭
至
（
ふ
じ
や

り
ょ
う
じ
）

全

道

ス

ノ

ー

ボ

ー

ド

競

技

ス

ロ

ー

プ

ス

タ

イ

ル

兼

ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
ニ
セ
コ
花
園
大

会

３

位
、
白
い
恋
人
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

Ａ
Ｉ
Ｒ
２

０

２

０

優

勝

：

平

取

中

３

年
（

受

賞

３

度

目

）

・
小
林
小
林

駿
大
駿
大
（
こ
ば
や
し

は
や
た
）

剣
道
全
道
大
会
優
勝
・
全
国

大
会
出
場
：
札
幌
第
一
高
校
２
年

〈
団
体
〉

・
平
取
中
学
校
剣
道
部

平
取
中
学
校
剣
道
部

校
長

東
峰
秀
樹

内
閣
総
理
大
臣
杯
授
与
第
37

回
若
鷲
旗
剣
道
大
会
北
海
道

予
選
会
準
優
勝
・
全
国
大
会

出
場
（
受
賞
２
度
目
）

・
平
取
球
友
会

平
取
球
友
会

代
表

藤
原

謙
和

第
41
回
東
日
本
軟
式
野
球
大

会
１
部

南
北
海
道
大
会
優
勝
・

全
国
大
会
出
場

【
社
会
教
育
奨
励
表
彰
】

【
社
会
教
育
奨
励
表
彰
】

（
敬
称
略
）

・
株
式
会
社

株
式
会
社

小
林
組

小
林
組

代
表
取
締
役

小
林

史
明

　

保

育

所
、
子

育

て

団

体

お

よ

び
小
学
校
や
養
護
学
校
の
児
童

生

徒

な

ど
、
地

域

の

子

ど

も

た

ち

を

対

象

に
、
平

成

13

年

か

ら

毎

年

19

年

間
「

ミ

ニ

動

物

園

」

を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動

物

へ

の

関

心

を

高

め
、
命

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
に
寄
与

さ

れ
、
子

ど

も

た

ち

の

情

操

を

培
う
こ
と
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
こ
の
度
の
栄
に
輝
か
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
平
成
26
年
度
、
27

年
度
に
平
取
町
功
労
表
彰
（
善

行
賞
）
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年

度

の

替

わ

り

は

子

ど

も

た

ち

に

と

っ

て
、
決

意

を

抱

き

新

た

な

計

画

を

立

て

る

良

い

機

会

で
す
。

　

こ

の

時

期

を

有

意

義

に

過

ご

し
、
４
月
の
始
業
式
・
入
学
式
を

迎

え

る

た

め

に
、
事

故

や

問

題

行

動

の

未

然

防

止

に

向

け

た

取

り
組
み
が
大
切
で
す
。

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
（
早
寝
・

早

起

き
・
朝

ご

飯

）
の

確

立
、
挨

拶
の
励
行
な
ど
、
家
庭
・
地
域
・

学

校

の

連

携

の

も

と
、
子

ど

も

た
ち
の
成
長
を
見
守
り
、
支
援
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
】

　
通
学
路
の
確
認
な
ど
の
交
通

安
全
・
河
川
の
増
水
・
ネ
ッ

ト
ト
ラ
ブ
ル
・
不
審
者
な
ど

　〇
町
内
小
中
学
校
入
学
式
・
始
業
式

■
４
月
７
日
（
火
）

・
小
学
校
入
学
式

・
小
中
学
校
始
業
式

・
小

学

校

新

入

生
（
５
校
）
40
名

■
４
月
８
日
（
水
）

・
中
学
校
入
学
式

・
中
学
校
新
入
生
（
２
校
）
45
名

令
和
元
年
度

　

平
取
町
教
育
奨
励
表
彰　

３
個
人
、
３
団
体
に
授
与

た

こ

と

で
、
澄

ん

だ

空

の

下
、

開

放

的

な

環

境

で

自

然

に

英

語

で

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

す

る

親

子

の

姿

が

み

ら

れ

ま

し
た
。

　
「

日

高

青

少

年

自

然

の

家

」

で

バ

イ

キ

ン

グ

昼

食

を

楽

し

ん
だ
後
は
、
雪
の
中
で
の
「
宝

探

し

」
を

行

い

ま

し

た
。
嬉

し

そ

う

に

歓

声

を

あ

げ

な

が

ら

探

し

当

て

た

宝

物

の

プ

レ

ゼ

ン
ト
を
も
ら
い
、
親
子
で
過
ご

す

楽

し

い

冬

の

一

日

と

な

り

ま
し
た
。

の

生

き

が

い

づ

く

り

に

寄

与

し
て
い
ま
す
。

　

今

年

度

は
、
町

内

の

子

ど

も

会

会

員
、
貫

気

別

小

学

校

児

童

お

よ

び

貫

気

別

地

区

の

老

人

ク

ラ

ブ

会

員

の

皆

さ

ん

が

チ

ー

ム

に

分

か

れ
「

自

己

紹

介

ゲ

ー

ム

」
、「

風

船

リ

レ
ー
」
、「
防
災
か
る
た
」
な
ど

を
行
い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
最
後
は
「
お
菓
子
ま
き
」
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
高
齢
者

　
２
月
11
日
（
火
）
に
第
５
回

子

育

て

講

座
「

親

子

で

レ

ッ

ツ
Ｇ
Ｏ
！
雪
遊
び
」
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
49
人
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日

高

国

際

ス

キ

ー

場

を

会

場
に
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
と
そ

り

遊

び

の

体

験

を

行

い

ま

し

た
。
就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
多

く
、
初
め
は
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

に

乗

ろ

う

か

戸

惑

う

様

子

で

し
た
が
、
勇
気
を
出
し
て
乗
っ

た
後
に
は
、
何
度
も
繰
り
返
し

乗

る

ほ

ど

楽

し

む

こ

と

が

で

き
ま
し
た
。
一
緒
に
乗
っ
た
保

護

者

も
「

ス

ノ

ー

モ

ー

ビ

ル

体
験
は
初
め
て
。
子
ど
も
が
喜

ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
取
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
デ

イ

ナ

先

生

と

デ

イ

ブ

先

生

に

お

手

伝

い

を

し

て

い

た

だ

い

　

平

取

町

子

ど

も

会

育

成

連

絡

協

議

会

主

催

の
「

高

齢

者

と

子

ど

も

の

交

流

会

」
が
、
２

月
15
日
（
土
）
に
貫
気
別
生
活

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町

内

の

高

齢

者

と

子

ど

も

が
一
堂
に
会
し
、
世
代
間
交
流

を
図
る
事
業
と
し
て
、
子
ど
も

た

ち

の

健

全

育

成

と

高

齢

者

体
験
も
り
だ
く
さ
ん
！
ゆ
き
あ
そ
び
！

～
第
５
回
子
育
て
講
座
～

世
代
を
超
え
た
交
流　

～
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
流
会
～

と

子

ど

も

が

世

代

を

超

え

て
、

充

実

し

た

時

間

を

過

ご

し

て

い

ま
し
た
。
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２

月

22

日
（

土

）
、「

第

８

回

全

町

小

学

生

ド

ッ

ジ

ボ

ー

ル
大
会
」
が
町
民
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
町
か
ら
９

チ

ー

ム

総

勢

92

人

の

小

学

生

が
参
加
し
、
１
～
３
年
生
の
部

２
チ
ー
ム
、
４
～
６
年
生
の
部

７
チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

参

加

者

は

い

ろ

い

ろ

と

戦

略
を
考
え
、
優
勝
を
目
指
し
て

懸

命

に

ボ

ー

ル

を

追

い

か

け

て
い
ま
し
た
。
保
護
者
や
先
生

方

も

真

剣

に

試

合

に

取

り

組

む
児
童
の
姿
を
見
て
、
熱
い
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

教

育

委

員

会

で

は

健

康

や

生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的
に
、

講

演

会

や

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

な

ど

の

学

習

活

動

を

行

う

高

齢

者

大

学

を

振

内
・
貫

気

別
・
本
町
の
町
内
３
地
区
で
開

設
し
、
学
生
は
楽
し
み
な
が
ら

交
流
し
て
い
ま
す
。

　
２
月
20
日
（
木
）
に
１
年
間

の
活
動
の
集
大
成
と
し
て
、
振

優
勝
目
指
し
、
一
球
入
魂
!!

～
全
町
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
～

高
砂
・
明
生
・
義
経

三
大
学
合
同
学
園
祭

内

町

民

セ

ン

タ

ー

で
「

三

大

学
合
同
学
園
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
学
園
祭
で
は
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
、
大

学

ご

と

に

行

う

合

唱

を

は

じ

め
、
舞
踊
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
28

演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
普
段
か
ら
学
生
が
取

組
ん
で
い
る
書
道
や
手
芸
、
写

真
な
ど
の
作
品
展
も
催
さ
れ
、

来

場

者

を

楽

し

ま

せ

て

い

ま

し
た
。

★
１
～
３
年
生
の
部

★
１
～
３
年
生
の
部

・
優

勝

フ
ァ
イ
ヤ
ー
ド
ッ
ジ

・
準
優
勝

貫
気
別
ジ
ュ
ニ
ア

★
４
～
６
年
生
の
部

★
４
～
６
年
生
の
部

・
優

勝

Ｓ
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ

（
エ
ス
エ
ス

ア
ゲ
イ
ン
）

・
準
優
勝

自
滅
の
刃

・
３
位

☆
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ

Ｔ
ｅ
ｎ
☆

・
４
位

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ

・
５
位

シ
ェ
イ
ク
イ
ン
マ
イ
テ
ィ
ア
ー
ズ

・
６
位

ド
ラ
ゴ
ン
ズ

・
７
位

Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

優
勝
チ
ー
ム

Ｓ
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ｎ
の
み
な
さ
ん

平 成 3 0 年 度 一 般 会 計 決 算 報 告平 成 3 0 年 度 一 般 会 計 決 算 報 告平 成 3 0 年 度 一 般 会 計 決 算 報 告平 成 3 0 年 度 一 般 会 計 決 算 報 告

※ 入 湯 税 の 決 算 額 1 2 4 . 3 万 円 は ファミリー ランド 施 設 整 備 事 業 に 充 当しました 。

区 分 決 算 額
人 件 費人 件 費 1 0 億 4 , 2 2 9 万 円

扶 助 費扶 助 費 4 億 3 , 4 7 2 万 円

公 債 費公 債 費 6 億 1 , 5 6 9 万 円

投 資 的 経 費投 資 的 経 費 1 9 億 9 , 5 5 8 万 円

補 助 事 業 6 億 1 , 4 2 6 万 円

単 独 事 業 1 0 億 5 , 5 4 8 万 円

災 害 復 旧 費 3 億 2 , 5 8 4 万 円

そ の 他 経 費そ の 他 経 費 2 2 億 6 , 1 0 0 万 円

物 件 費 9 億 1 , 3 8 9 万 円

維 持 補 修 費 1 億 1 , 3 9 4 万 円

補 助 費 等 5 億 4 , 3 5 1 万 円

積 立 金 等 4 , 5 8 1 万 円

貸 付 金 6 , 5 0 1 万 円

繰 出 金 5 億 7 , 8 8 4 万 円

区 分 決 算 額
町 税町 税 5 億 3 , 5 6 9 万 円

地 方 交 付 税地 方 交 付 税 2 8 億 5 , 1 4 5 万 円

国 庫 支 出 金国 庫 支 出 金 4 億 4 , 7 8 0 万 円

諸 収 入諸 収 入 2 億 5 , 7 7 2 万 円

町 債町 債 9 億 4 , 0 8 4 万 円

そ の 他そ の 他 1 3 億 7 , 4 4 2 万 円

分 担 金 ・負 担 金 2 , 4 9 9 万 円

使 用 料 ・手 数 料 1 億 4 , 1 7 6 万 円

道 支 出 金 5 億 0 , 4 1 4 万 円

財 産 収 入 6 , 0 3 3 万 円

寄 付 金 1 億 5 , 7 9 2 万 円

繰 入 金 2 億 0 , 0 0 0 万 円

繰 越 金 8 , 6 6 4 万 円

そ の 他 1 億 9 , 8 6 4 万 円

　 平 成 3 0 年 度 の 一 般 会 計 の 決 算 状 況をお 知らせしま す。

　 歳 入 総 額 は６４億０，７９２万 円 、歳 出 総 額 は６３億４，９２８万 円となりました 。

町 の 貯 金と なる 基 金 は 前 年 度 末 より１億５，９５９万 円 減り２４億３，２６６万 円 、

ま た 町 の 借 金と なる 町 債 の 残 高 は３億６，０３１万 円 増 え 、７７億０，３６４万 円と

なって いま す。地 方 財 政 の 状 況 は 、依 然 として先 が 読 め な い 厳し い 状 況 で す。

今 後 も 総 合 計 画 を 基 調 とし 、効 率 的 な 財 政 運 営 のもと、地 域 経 済 の 振 興 と 町 民

の 生 活 支 援 を 最 優 先 課 題 とし 、未 来 を 見 据 え た行 財 政 運 営に 努 めま す。

歳 出 合 計  
６３億４ ，９２８万 円

歳 出歳 入

歳 入合 計  
６４億０，７９２万 円

人
件
費

　
議
員
の
報
酬
や
職
員
の
給

　
与
な
ど
の
経
費

扶
助
費

　
児
童
手
当
な
ど
の
支
給
お

　
よ
び
町
が
単
独
で
行
う
各

　
種
扶
助
の
た
め
の
経
費

公
債
費

　
道
路
の
整
備
や
住
宅
の
建

　
設
の
た
め
、
国
や
金
融
機

　
関
か
ら
借
り
た
お
金
の
返
済

投
資
的
経
費

　
公
共
施
設
や
公
用
施
設
の

　
新
増
設
事
業
に
必
要
と
さ

　
れ
る
経
費

そ
の
他
経
費

　
旅
費
、
交
際
費
、
需
用
費

　
や
町
か
ら
一
部
事
務
組
合

　
や
民
間
に
対
し
補
助
す
る

　
経
費
な
ど

町
税

　
町
民
税
や
固
定
資
産
税
、

　
軽
自
動
車
税
な
ど
み
な
さ

　
ん
が
町
に
収
め
た
税
金

地
方
交
付
税

　
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対

　
し
て
交
付
す
る
も
の

国
庫
支
出
金

　
町
が
行
う
事
業
に
対
し
て

　
一
定
の
割
合
で
国
が
補
助

諸
収
入

　
町
民
が
住
宅
を
建
て
る
た

　
め
に
貸
し
た
お
金
の
償
還

　
金
や
負
担
金
な
ど

町
債

　
町
が
公
共
施
設
な
ど
の
整

　
備
に
あ
て
る
た
め
、
国
や

　
金
融
機
関
か
ら
借
り
た
お
金
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◆ 新着ＣＤのお知らせ ◆

【邦楽】【邦楽】

『Traveler』／ Official 髭男 dism

『834.194』／サカナクション

『美輪明宏全曲集 2020』／美輪明宏

『いつか、その日が来る日まで…』

／矢沢永吉

【洋楽・その他】【洋楽・その他】

『サンキュー～平成洋楽ヒット』

『天気の子』／ RADWINPS

『オンエアー NHKレコーディングス』

／栗コーダーカルテット

『手まわしオルゴール』

【童謡】【童謡】

『キラキラ Smile えがおあふれる

こどものうた』

『学び応援！ えいごのうた

～ Happy English ～』 

※ＣＤの貸出期間は１週間です。

新作・布絵本いただきました！

　ふれあいサークルさんより、新作

『がんばれ ねずみのおてつだい』を

寄贈していただきました。

貸出もできます。

図書館図書館へへいこういこう

　4月 2日（木）

【振 内 地 区】 10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】 14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■　貸出期間は次回の巡回日までになります。

■　毎月第一木曜日に運行します。

　※　図書ワゴン運行予定　※　

　【問合先】　平取町立図書館

　TEL　01457-4-6666

　FAX  01457-4-6871

　ﾒｰﾙ　risu2@guitar.ocn.ne.jp

　
○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　　　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

　

【小説・エッセイ】

『海の十字架』／安部龍太郎

『たおやかに輪をえがいて』

／窪美澄

『うちの父が運転をやめません』

／垣谷美雨

『花咲小路一丁目の髪結いの

亭主』／小路幸也

『三年長屋』／梶よう子

『去年の雪』／江國香織

『流浪の大地』／本城雅人

『スマホを落としただけなの

に 囚われの殺人鬼』／志駕晃

『酒合戦』／佐伯泰英

『「好き」の因数分解』

／最果タヒ

『生きるための辞書』

／北方謙三

『綴る女 評伝・宮尾登美子』

／林真理子

『黒い司法 黒人死刑大国アメ

リカの冤罪と闘う』

／ブライアン・スティーヴンソン

【医学・社会・家庭】

『シニアの狭心症・心筋梗塞』

／上妻謙

『ウルトラ図解血液がん』

／神田善伸

『ＡＤＨＤの人の「やる気」  

マネジメント』／司馬理英子

『へそ天にゃんこ』／すむぞう

『はじめての Windows10』

／戸内順一

『こまったさんのレシピブック』

／寺村輝夫原案

【児童書】

『サブキャラたちのグリム童話』

／斉藤洋

『５分後に謎解きのラスト』

／エブリスタ

『まいごのしにがみ』

／いとうみく

【絵本】

『もしものせかい』

／ヨシタケシンスケ

『パパトラ』

／平田昌広・文　きむらゆう

いち絵

『スキップスキップ』／あま

んきみこ作 黒井健・絵

新着図書

図書館カレンダー

は休館日です

4月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30

すこやかだよりすこやかだよりすこやかだよりすこやかだより

択
し
て
し
ま
う
過
程
が
み
え
て
し

ま
い
ま
す
。
こ
う
し
た
阻
害
因
子

を
減
ら
し
、『
生
き
る
こ
と
の
促

進
要
因
』
を
増
や
す
た
め
取
組
み

を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

『
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
』
を

          　

増
や
す
た
め
の
取
組
み

◆
生
き
る
を
支
え
る
人
材
育
成

　

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
そ
う
な
状

態
を
避
け
る
た
め
、町
で
は
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
の
育
成
を
進
め
ま

す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自

殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ

き
、
適
切
な
対
応
（
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話
を

聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
人
の
こ

　

今
年
度
は
年
８
回
の
実
施
を
予

定
し
、
相
談
電
話
の
対
応
な
ど
、

心
の
悩
み
を
相
談
で
き
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。

【
平
取
町
心
身
の
健
康
相
談
電
話
】

　

平
取
町
役
場　

保
健
福
祉
課

　

☎
４
‐
６
１
１
２

・
月
曜
日
～
金
曜
日

・
９
時
～
17
時

　　

そ
の
他
の
相
談
窓
口
は
、
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
自
殺
対

策
／
悩
み
相
談
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
相
談
先
一
覧
に
て
、
電
話
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
そ
の
他
相
談
サ
イ
ト
な

ど
の
照
会
先
が
閲
覧
で
き
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

『
平
取
町
い
の
ち
支
え
る

『
平
取
町
い
の
ち
支
え
る

　

自
殺
対
策
計
画
』
の
策
定

　

自
殺
対
策
計
画
』
の
策
定

 　

日
本
の
自
殺
率
は
世
界
主
要
８

か
国
の
な
か
で
２
位
（
ロ
シ
ア
・

日
本
・
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
・

ド
イ
ツ
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・

イ
タ
リ
ア　

順
位
順
）
と
高
く
、

国
で
は
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま

れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
」

を
め
ざ
し
、
平
成
18
年
に
自
殺
対

策
基
本
法
が
施
行
さ
れ
「
自
殺
総

合
対
策
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
取
町
に
お
い
て
も
、
総
合
計
画

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
み
ん
な
で
つ

く
る 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

あ
ふ
れ
る

笑
顔
」
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
行
う
な
か
で
、
誰
も
自
殺
に
追

い
込
ま
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
す
こ
と
を
目
標
に
、
令
和
２
年

１
月
「
平
取
町
い
の
ち
支
え
る
自

殺
対
策
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

自
殺
は
個
人
の
問
題
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　

『
社
会
の
問
題
』

　

自
殺
の
多
く
は
、
図
１
の
よ
う

に
精
神
保
健
上
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や

介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
に
お
け
る
「
生

き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
が
重
な

り
合
い
、
追
い
込
ま
れ
た
末
に
選

と
）
が
図
れ
る
人
の
こ
と
で
、
言

わ
ば
「
命
の
門
番
」
と
も
位
置
付

け
ら
れ
る
人
の
こ
と
で
す
。
ま
ず

は
じ
め
に
役
場
職
員
や
医
療
・
介

護
な
ど
の
関
係
職
種
ス
タ
ッ
フ
、

民
生
委
員
な
ど
を
中
心
と
し
た
人

へ
の
研
修
会
の
実
施
や
講
演
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
合
わ

せ
て
、
令
和
元
年
に
実
施
し
た
平

取
町
心
の
健
康
実
態
調
査
の
結
果

よ
り
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
を
知
っ

て
い
る
人
（
４
％
）
や
関
心
が
あ

る
人
（
９
％
）
の
認
知
・
関
心
度

を
上
げ
る
た
め
の
周
知
啓
発
活
動

も
行
い
ま
す
。

◆
居
場
所
づ
く
り
の
促
進

　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
や
若
年

層
の
引
き
こ
も
り
を
な
く
す
た
め

の
交
流
サ
ロ
ン
や
集
い
の
場
な
ど

の
立
ち
上
げ
や
見
守
り
体
制
・
各

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

◆
相
談
で
き
る
窓
口
を
増
や
す

　

平
取
町
で
は
、
図
２
の
よ
う
に

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
人
が

全
国
よ
り
も
多
い
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。

『
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
早
め
に
相
談

を
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年
よ

り
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
専
門

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
『
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
日
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

〇 社 会 が 多 様 化 する 中 で、地 域 生 活 の 現 場 で 起 きる 問 題 は
　 複 雑 化・複 合 化 して い ま す。
〇 複 雑 化・複 合 化 し た 問 題 が 最 も 深 刻 化 し た と き に 自 殺 は 起
　 きる 。「 平 均 4 つ の 要 因（ 問 題 ）が 連 鎖 する 中 で 自 殺 が 起 き
　 て い る 」と する 調 査 も ありま す。

全 国全 国

多いにある 多少ある あまりない 全くない

1 8 . 2 ％1 8 . 2 ％

2 3 . 0 ％2 3 . 0 ％

4 8 . 2 ％4 8 . 2 ％

5 4 . 3 ％5 4 . 3 ％

2 7 . 4 ％2 7 . 4 ％

1 7 . 5 ％1 7 . 5 ％

6 . 2 ％6 . 2 ％

4 . 3 ％4 . 3 ％

図 1 自 殺 の 危 機 要 因 イメー ジ

令 和 元 年 平 取 町 心 の 健 康 実 態 調 査 の 結 果

図 2 日 常 生 活 の 中 で ストレス に つ いて

平 取 町平 取 町
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広
報
び
ら
と
り
　
第
6
9
2
号
　
令
和
2
年
3
月
27
日
発
行

（前月比）

人　口 4,937 人 （＋ 24 人人）

男 2,408 人 （＋ 9 人）

女 2,529 人 （＋ 15 人人）

世帯数 2,523 世帯 （＋ 28世帯）

※ 2月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

発行／発行者　平取町／編集　まちづくり課広報広聴係     〒 055-0192 北海道沙流郡平取町本町 28 番地　☎ 01457-2-2222

インターネットでもご覧いただけます♦平取町ホームページ　 ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｂｉｒａｔｏｒｉ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ/
　　　　　　　　　　　　　　　　　♦平取町 Eメール　　 　ｉｎｆｏ＠ｔｏｗｎ．ｂｉｒａｔｏｒｉ．ｈｏｋｋａｉｄｏ．ｊｐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　役場関係
　電話番号

平取町役場  　   ☎ 2-2221
総務課（代表）   ☎ 2-2221
まちづくり課     ☎ 2-2222
産業課　　　 　☎ 2-2223
税務課　　　 　☎ 2-2224
出納室　　　 　☎ 2-2225
建設水道課　　 ☎ 2-2226
議会事務局　　 ☎ 2-2227
アイヌ施策推進課
　                       ☎ 2-2341
農業委員会・土地改良区
                           ☎ 2-2695
観光商工課         ☎ 3-7703

ふれあいセンターびらとり      
                             ☎ 4-6111
　                       
保健福祉課
  保健推進係・福祉係
                         ☎ 4-6112

  介護支援係・介護保険係
　                       ☎ 4-6114
町民課　            ☎ 4-6113
   児童館　         ☎ 2-3026  
子ども発達支援センター　                 
                          ☎ 2-3400                       
  地域包括支援センター
　「ほほえみ」     ☎ 2-3700 
図書館　            ☎ 4-6666       

平取町教育委員会
中央公民館　     ☎ 2-2619    
町民体育館         ☎ 2-2749  
  二風谷アイヌ文化博物館
　                       ☎ 2-2892
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